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北米アラスカ ・北西海岸地域研究か ら見た

環北太平洋沿岸諸先住民族文化の比較研究の展望

岸上伸啓

人間文化研究機構 ・国立民族学博物館

Research　 Plan　 for　 a　Comparative　 Study　 of　Indigenous　 Cultures

　　　　　　　　　　　　 along　 the　North　 Pacific　 Rim

from　 a　Perspective　 ofAlaska　 and　 Northwest　 Coast　 Research

　　　　　　　　　　　　　　　　 Nobuhiro　 KISHIGAMI

National　 Institutes　 for　the　 Humanities　 and　 National　 Museum　 of　Ethnology,　 Japan

　 　 　 　 It　is　known　 that　 Indigenous　 cultures　 along　 the　North　 Pacific　 Rim　 are　similar　 in　many　 respects.　 European

and　 North　 American　 scholars　 have　 attempted　 to　explore　 the　periods　 and　 routes　 of　human　 migration　 from　 Asia　 to

North　 America,　 as　well　 as　historical　 relationships　 among　 the　cultures　 of　the　two　 continents.　 To　 accomplish　 this,　the

Jesup　 North　 Pacific　 Expedition　 Project　 led　by　F.　Boas　 at　the　end　 of　the　19th　 and　 beginning　 of　the　20th　 centuries,　 the

Crossroads　 of　Continents　 Project　 organized　 by　W.　 Fitzhugh　 in　the　1980s,　 and　 the　Jesup　 II　Project　 initiated　 by　 I.

Krupnik　 were　 carried　 out　in　the　USA.　 On　 the　other　 hand,　 while　 the　international　 Abashiri　 Symposium　 of　Northern

Peoples　 was　 begun　 by　the　Hokkaido　 Museum　 of　Northern　 Peoples　 in　the　mid-1980s,　 Hitoshi　 Watanabe's　 North　 Pacific

Cultural　 Zone　 Study　 and　 Osahito　 Miyaoka's　 Comparative　 Research　 Project　 of　Indigenous　 languages　 in　the　North

Pacific　 Rim　 Regions　 in　the　1980's　 to　1990's,　 and　 the　National　 Museum　 of　Ethnology's　 Special　 Exhibition　 proj　ect”Sea

Otters　 and　 Glass　 Beads"in　 2001　 were　 conducted　 in　Japan.　 This　 paper　 proposes　 a　transdisciplinary　 comparative

research　 project　 with　 a　framework　 focusing　 on(1)historical　 change,　 current　 status,　 and　 future　 of　Indigenous　 cultures

and(2)cultural　 and　 social　 elements　 of　Indigenous　 peoples　 along　 the　North　 Pacific　 Rim　 from　 a　perspective　 of　Alaska

and　 Northwest　 Coast　 research,　 after　reviewing　 the　above-mentioned　 major　 research　 projects.
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1.は じめに

　新旧両大陸の北太平洋沿岸地域における先住民族文化

の問に類似性 や共通性が見 られることは、100年 以上前

か ら知 られていた。この類似性や共通性を解明す るため

に、 フランツ ・ボアズ(Franz　Boas)に よるジェサ ップ

北太平洋調査プロジェク ト(1897年 ～1902年)以 降、大

小 さまざまな比較研究が試みられて きた。

　 ここで取 り上げる環北太平洋沿岸地域 とは、ほぼ北緯

30度 以北 の太平洋 を挟 んだ新 旧両大陸の沿岸地域 をさ

す。同地域 は日本列島北部、サハ リン島、アムール川流域、

千島列島、カムチ ャッカ半島、チュコ ト半島、アリュー

シャン列島、北アメリカ大陸アラスカ沿岸、同大陸北西

海岸地域を含 む広大な地理的領域である。同領域 は、シ

ロザケの分布地域にほぼ相当する。

　本稿では、これ までの研究成果を踏まえて、北アメリ

カ北西海岸先住民族文化の特徴 を指標 としつつ、環北太

平洋地域の先住民族文化の比較研究 を行なうという超広

域的な比較研究の構想 を紹介する。なお、筆者の問題意

識は、北太平洋の東西沿岸に分布する先住民族の間にみ

られる文化的類似性 をどの ように考えるべ きか、彼 らの

文化がどのように変化 して きたか、そ してそれらは今後

どのように変化 してい くか、である。

　なお、「民族」と 「文化」を次のように便宜的に定義 し、

使用 していることをお断 りしてお きたい。「民族」 とは、

特定の言語や生活様式 を共有 し、同 じ集団に属 している

という帰属意識 をもつ人々の集団のことをさす。そ して

「文化」とは、特定の人間集団、特 に各民族の(言 語 を含む)

生活様式(a　way　of　life)のことである。これらの概念には、

グローバル化や文化の混交状態を考慮すると、問題があ

るが、議論の出発点として用いることに したい。

2,環 北太平洋地域の先住民族文化研究 プロジェク トの

　 おもな変遷

　環北太平洋地域の先住民族文化研究プロジェク トのお
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もな変遷について紹介する(岸 上編2015)。

2.1フ ランツ ・ボアズのジェサップ北太平洋プロジェクト

　F.ボ アズは、1897年 から1902年 にかけてアメ リカ自然

史博物館 を拠点 に環北太平洋地域 の先住民族文化に関

する 「ジェサップ北太平洋調査」プロジェク トを組織 し、

実施 した。同プロジェク トの 目的は、新旧両大陸の北太

平洋沿岸の先住民族間の歴史的関係の解明であった。そ

の成果 として、W.ボ ゴラスのチュクチ民族誌やW.ヨ ヘ

ルソンのコリヤーク民族誌や資料集が刊行された。

　 このプロジェク トによって同地域の先住民族文化 に関

する基礎 的デー タが収集され、文化問比較 も試みられた

が、類似性 とともに多様性が見 られたため、結論の一般

化には至 らなかった(Boas　 2001)。

2.4宮 岡伯人の言語プロジェク ト

　 日本ではユピック語を専門とする言語学者である宮岡

伯人が、1990年 ごろから環北太平洋地域の先住民言語に

関する研究 プロジェク トを開始 した。1990年 にはキ ック

オフシンポジウムとして北海道大学において 「北の言語:

類型 と歴史」を開催 し、1992年 には同名の書籍を編集 し、

出版 した(宮 岡編1992)。

　宮岡は1990年 代半 ばから2005年 ごろにかけて大学院生

や若手研究者を環北太平洋沿岸各地に派遣 し、体系的な

言語調査プロジェク トを実施 した。その結果、多 くの若

手北方言語研究者が育つ とともに、彼 らに よって北方

諸言語に関する基礎 的デー タが蓄積 された。その一方で、

それらの言語に関する比較研究による一般化はあまり進

んでいない。

2。2北海道立北方民族博物館の北方民族文化シンポジウム

　 と渡辺仁の研究

　 1991年2月 の北海道立北方民族博物館の開館に先立ち、

1986年 から北方民族文化の国際 シンポジウムが開催 され

た。その第1回 シンポジウムでは、 ミル トン・フリーマ ン

(Milton　Freeman)と 渡辺仁が基調講演 を行った。 フリー

マンは、環北太平洋地域がひとつの生態的ユニ ッ ト(シ

ステム)で あることを指摘 した。一方、渡辺は 「北太平

洋沿岸文化圏」の概念を提起 し、同地域では複雑 な狩猟

採集社会が形成 されてきた点 を強調 した。そ して同文化

圏の先住民族文化の問に見 られる共通の文化要素 を比較

検討 し、適応(環 境要因)と 歴 史的関係(伝 播要因)に

よってその類似性 と共通性を説明 しようと試みた(渡 辺

1988,1992)0

　 2019年 で34回 の開催 を数える北方民族文化 シンポジウ

ム網走では、環北太平洋沿岸地域の先住民族文化 に関す

る報告が多数行われ、同地域に関する文化人類学的、考

古学的、言語学的研究の発展に大 きく貢献 して きた と高

く評価することができる。

2.3ス ミ ソニ ア ン協会 米 国立 自然 史博 物館 の 「大陸 の交

　 差点」 プ ロジェク ト

　 1980年 代 に入 り、 海 を隔て た米 国 で も環北 太平 洋地域

への 関心が 高 まった。1980年 代 後 半 のペ レス トロイ カ期

にス ミソニア ン協会 米 国立 自然 史博 物館 ・極 北研 究 セ ン

ター の ウ ィ リアム ・フ ィ ッッ ヒュー(William　 Fitzhugh)

が リー ダー とな り、19世 紀 の環北 太平 洋地域 の先住 民族

文化(特 に物 質文化)に 焦点 をあ てた国際研 究 プ ロジェ

ク トと展示 会 を企 画 し、1988年 に展示 会 「大 陸 の交差 点

(Crossroads　of　Continents):シ ベ リア とア ラス カの諸 文化」

を開催 した。 また、 同展示 会 の図録(1988)と 国 際 シン

ポジウムの成果 と して 『環北太 平洋 の人類学』(1994)を

刊 行 した。 この プ ロジェ ク トは、米 ロの研 究者 の交流 お

よび同地域 の本格 的 な研 究 の再 開 を意味 し、重要 な学術

的 ターニ ングポイ ン トとなった。

2.5ジ ェサ ップ北太平洋 プ ロジェク トII

　 ス ミソニアン協会米 国立 自然史博物館 ・極北研 究セ ンター

の イー ゴリ ・クル プニ ク(lgor　 Krupnik)は 、1992年 に カ

ナ ダ 国ケベ ック市 で 開催 され た第1回 極 北社 会科 学 国 際

会議(International　 Congress　ofArctic　Social　Sciences)に お

い てジ ェサ ップ北 太平 洋 プロジ ェク トに関す るシ ンポジ

ウム を開催 し、「ジ ェサ ップII」 プ ロジェ ク トを提 案 した。

そ の後 、1993年 に ワシン トンDCで 、1994年 に ニ ュー ヨー

クで国際 シ ンポ ジ ウムが開催 され 、それ らの成 果が 出版

された。2000年 に は札 幌で谷本一 之 と井上紘 一が 国際 シン

ポ ジウム 「ワタリガラスの アーチ」 を開催 し、その成果 を

刊 行 してい る(谷 本 ・井上編2009)。

　 ジ ェサ ップIIは 、 ジ ェサ ップ調査 の成果 を再 検証 す る

こ と と1900年 頃 以 降 の社 会 ・文化 変化 に関 す る研 究 に焦

点 を置 いてい た。ベ リ ョスキ ンによる神話 ・昔 話のモ チー

フの広 大 な比較研 究 な どを例外 とすれ ば、環北 太平洋 沿

岸 地域 の諸 文化 の類 似 性 と共 通性 の解 明 や社会 ・文 化 変

化 に関す る一般化 は行 われ なか った。

2.6国 立民族学博物館の研究・展示プロジェク ト

　 1974年 に大学共同利用機関 として創設された国立民族

学博物館では、環北太平洋沿岸地域の先住民族文化につ

いてアイヌ文化をは じめとしてさまざまな研究プロジェ

ク トや国際シンポジウム、書籍の刊行が行われてきた。

　 2000年 代に入ってか らは、大塚和義を実行委員長、佐々

木史郎と岸上伸啓 を実行委員 として、北太平洋の先住民

族の交易に焦点 をあてた2001年 度特別展 「ラッコとガラ

ス玉」を実施するとともに、国際シンポジウムを開催 し

た。 このプロジェク トの特徴は、アイヌ社会 と和人社会

の交易およびアイヌ社会 と北方先住民族社会の交易を中

心にすえ、それを環北太平洋沿岸地域 における先住民族

間交易 と欧米人 ・漢人 との毛皮交易の中に位置づけたこ

とであった。また、先住民族が携わった交易活動が富 を

生み出 し、彼 らの儀礼活動や工芸品制作 を活性化 させた

点を強調する展示 を行った。
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2.7新 大陸への人類の移動に関する考古学研究と生物人

　 類学、言語研究の新展開

　考古学や生物人類学分野では、人類の新大陸への拡散

について新たな見解が提起された。旧大陸か らアラスカ

に到来 した人びとは、約1万3,000年 前 にコルディエ ラ氷

床 とロー レンタイ ド氷床の間のマ ッケンジー回廊 を南下

し、南北アメリカの各地 に拡散 し、1万2,000～1万 年前

頃に南米の南端に到達 した とす る北アメリカ内陸ルー ト

説が定説 に近い位置を最近 まで占めていた。 しか し、1

万3,000年 前以前 と考えられる遺跡や遺物が北アメリカ南

東部や南アメリカのブラジルで発見 され、移動年代 の見

直 しを迫 られて きた。近年では、これまで無氷回廊(内 陸)

ルー トよりも北アメリカ北西海岸に沿って南下 したとい

うルー トを有力視する考古学者 もいる。また、内陸ルー

トと海岸 ルー トの2つ のルー トが併用 された可能性 も指

摘 されている。

　 アラスカ大学のべ ン・ポ ッター(Ben　 Potter)は 、考古

学 と遺伝学、古代生態学の成果 を総合 して、人間の旧大

陸か ら新大陸への移動の全体像 を提示 している。 アメリ

カ先住民の祖先 と考えられる遺伝集団は、南 シベリア ・

モンゴル ・北部中国あた りで約2万4,000年 前 に出現 し、1

万5,300年 ぐらい前 に急速に拡散 した。そ して1万6,000年

前か ら1万4,000年 前 までの氷河後退期 に新大陸へ広がっ

た と考え られる。アラスカに到達 した人間は、その後、

大 きく3つのグループに大別で きる とい う。南アメリカ

先住民 の祖先 は、1万5,300年 か ら1万4,300年 前 までの問

に無氷回廊 を通って南下 し、クロビス文化やそれに関連

した古代 インデ ィアン文化 として南北 アメリカに広がっ

ていった。その後、北アメリカ先住民の祖先が北西海岸

に沿ってピュジェッ ト湾あた りまで南下 し、そ こに留 ま

り続けた。古代ベー リンジア人は約6,000年 前に北 アメリ

カ先住民の祖先に取 って代わられるか、吸収されるまで、

内陸アラスカに留 まっていた。なお、旧大陸か ら新大陸

への人間の移動は気候変動がおもな動 因であったと考え

られている。

　現在、ポッターらがアラスカ内陸部において発掘 を積

極的に進めているので、新大陸への人類の移動 と拡散に

ついては新たな成果が期待できる。ただし、北アメリカ

北西海岸地域の海中に没 していると考えられる考古学遺

跡は調査 されておらず、今後、新 たな説が提起 される可

能性 もある。

　言語学分野では、中央 シベ リアのエニセイ語族ケ ット

語 とアサバスカン語族ナ ・デネ語、 トリンギ ット語、エ

ヤク語 との間に歴史的なつなが りがあることが指摘 され

ている。さらに同言語の分布 とY染 色体のハプログルー

プQの 分布が重なってお り、ケッ トとアメリカ先住民族

の数集団との間の遺伝学的な近縁性が指摘 されている。

における先住民族文化問に見 られる類似性 と共通性が出

現 した要因として、①生態環境が似ていることや②サケ

やアザラシな どの水産資源に生活の基盤 を置いてきたこ

と、③歴史的に交易 など相互交流があったことなどが指

摘 されている。また、人類の新大陸への移動については、

考古学や古代生態学、遺伝学の成果が総合 されるように

なった。これまでの研究に基づき、環北太平洋沿岸地域

における先住民族文化の現状 を比較研究 し、現状か ら同

地域の過去と将来を考える国際共同研究を提案 したい。

3,環 北太平洋地域の先住民族文化の共通性の比較研究

　　の枠組み

3.1こ れまでの比較研究

　環北太平洋地域の先住民族文化に関する既存の研究の

中で、もっとも広範で体系的な比較研究は、渡辺仁(1988,

1992)に よる試みである。同氏 は、環北太平洋沿岸地域

の先住民族文化の類似 と差異 を説明するために、複数の

文化要素を4つ のカテゴリーに分類 し、環境適応 と歴史

的伝播 という2つの視点から比較検討 した。

　第1の カテゴリーは住生活に関連する文化要素群で、渡

辺仁は定住性や線形集落がこの地域にはあまね く存在 し

ていることな ど、6つ の文化要素に関 して分析 した。第2

のカテゴリーは食生活に関連する文化要素群で、サケ漁

や漁具 と漁法など9つ の文化要素の共通性に関 して分析

を行った(渡 辺1988)。 その後、彼は第3と 第4の カテゴリー

の文化要素を分析 した(渡 辺1992)。 第3の カテゴリーは

社会生活に関連す る文化要素群で、サケ儀礼や社会の階

層化など6つ の文化要素であ り、第4の カテゴリーは戦争

に関連する文化要素群で、戦争や鎧 など5つ の文化要素

である(表1参 照)。

表1.環 北太平洋沿岸地域に見られる文化要素の4カテゴ

　　リー群

カテ ゴリー群

1住 生活関連要素群

2食 生活関連要素群

3社 会生活関連要素群

4戦 争関連要素群

文化要素

1)定 住 性,2)線 形 集 落,3)竪 穴

住 居,4)棟 持 柱,5)家 の 空 間構

造,6)木 器 の発 達

1)鮭 鱒 漁,2)漁 具 と漁 法,3)海

舟,4)魚 食 性,5)干 魚,6)魚 卵 食,

7)貝 食,8)ウ ニ食,9)海 草 食

1)文 身,2)笠,3)鮭 儀 礼,4)禊,

5)特 殊 化 狩猟,6)階 層 化社 会

1)戦 争,2)鎧,3)首 級,4)仇 討

ち,5)防 御 施 設

2。8研究成果の整理と提案

　 これまでの研究の蓄積 によって、環北太平洋沿岸地域

　渡辺の研究方法は特定の文化要素の地理的分布 を比較

するとい う、きわめて機械的な文化要素の比較のように

見えるが、共通要素を一般的(構 造的)類 似要素 と特殊

(個別的)類 似要素の2種 類に分 けることによって、適応

的で並行的 な発展 と伝播 とい う2つの文化要素生成のメ
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カニズムを考慮 に入れている(渡 辺1992:70-71)。 渡辺

によると、一般的類似要素 とは大枠や構造における類似

であって、定住性や階層性などを指 し、共通の環境条件

や社会 ・経済的条件 などへの適応の結果、生み出された

共通要素である。一方、特殊類似要素 とは、細部の類似

を示す双頭回転式銛 先やサケ儀礼などであ り、起源を同

じくし、伝播や人の移動によって地域の共通要素 として

分布す るようになった可能性が高いものである。渡辺は

前者の要素 として定住性、住宅 と倉庫、魚干 し棚の3要

素から構成 される家 の空間構造、漁具や漁法、魚介食、

貝食、海草食、社会的階層化に関係する諸文化要素を指

摘 している(渡 辺1992:71-91)。 一方、後者 としては双

頭回転式銛 先や流 し網漁、サケ儀礼複合体、木製食器類、

丸太梯子式高床倉庫、笠、鎧 をあげている(渡 辺1992:

95‐107)。

　渡辺の研究の問題点を指摘するとすれば、歴史的な時

間軸の枠組みがあいまいである点、そ して過去の 「伝統

的文化」に着 目したがゆえに、現代の先住民族文化 を比

較の対象 としなかった点である。また、渡辺は物質文化

に焦点を合わせる傾向があ り、家族 ・親族や宗教・世界観

については十分に比較 していない。筆者は、渡辺の視座

を批判的に継承 し、歴史性を重視 しつつ、現在 と未来を

比較するための枠組みを提案 したい。

3.2比 較の枠組みの提案

　枠組みの骨子は、歴史区分 と文化要素群か らなる。以

下、全体像 を説明する。

3.2.1比較のための歴史的枠組み

　現存す る先住民族の歴史は、大 きく(1)自立期、(2)接触

期、(3)植民地期、(4)国家 による同化期、(5)政治的 自律

化期、(6)未来の6つ の時期 に分 けることがで きる。先住

民族によって実年代や体験の細部は異なるが、ほぼ同じ

ような歴史的過程を経て、現在 に至っている。

　 自立期は、各地の先住民族がヨーロッパ人や漢人、和

人 らと遭遇する以前を指す。南北アメリカの先住民族は、

ロシア人を含む ヨーロッパ人 との接触の結果、毛皮交易

な どに参与 した り、伝染病によって人口が激減 した り、

大きな変化 を体験 した。

　接触後、 ヨーロッパ人が無主と見な した土地に入植 し、

人口が増大すると宗主国か ら独立 し新たな国家を樹立 し

ていった。この過程で各地の先住民族 は土地を追われた

り、周辺地に隔離 された り、同化を強要された りし、最

終的には国家の中の政治経済的少数派になった。 しか し、

1970年 ごろから世界各地で先住民族の政治的自律化運動

が盛んにな り、一部地域の先住民族の問では自治権が認

め られ、国家 によって補償金 も支払われた。国連や多 く

の国家 は、各地の先住民族の政治的自律化な どを徐 々に

認め、促進 しつつあるといえるだろう。また、近年、温

暖化などの環境問題 と経済のグローバル化が、世界各地

の先住民族に多大な影響を及ぼ しつつある。

　 この200年 の間に世界各地の先住民族 は大 きな変化 を

体験 して きた。本研究では、6時 代区分 を利用すること

を提案する。そ して各地域や民族に関する調査について

は、現状の把握を出発点とし、過去 を振 り返 り、未来 を

展望するとい う立場をとる。なお、未来については、各

先住民族の人びとが現状 を踏 まえてどの ような未来社会

を構想 しているか、望んでいるかが研究の中心 となる。

3.2.2比較のための指標項目

　各先住民族の文化全体 を有機的統合体 と考えて相互 に

比較するのではな く、各文化 を構成 している文化要素や

社会制度(以 下、文化要素 として言及する)を 比較の単

位 とする。その理由は、 これ までの研究によって各文化

は閉じたシステムではな く、ゆるやかに開かれたシステ

ムであり、位相や部位によって変化の速度や様相が異なって

いることが判明 したか らである。

　注 目する文化要素は、(1)基礎的文化要素と(2)現代社会

が直面 している諸側面の2つ の文化要素群か らなる。 こ

れまでの比較研究において、(2)は体系的に取 り上げられ

ることがなかった。さらに、未来を対象 とした研究 もほ

とんど行われていない。筆者は、現在か ら過去 を振 り返

り、未来を見 るという視点に立って比較調査 を行 なうこ

とを提案する。

3.2.2.1基礎的文化要素群

　基礎的な文化要素群は、人間 が生 きてい く上で不可欠

な衣食住 と生業などに関連す る。具体的には、衣類、料

理 と食慣習、住居(の 構造)、 生業(狩 猟・漁労 ・採集 ・

農耕 ・牧畜)、 家族・親族、言語、宗教 などである。なお、

生業については、現代社会が直面 している諸問題 に関連

する文化要素のひとつのカテゴリーとして取 り扱 う。

3.2.2.2現代の先住民族が直面 している諸問題に関連 して

　　　 いる文化要素

　筆者は、現在のアラスカ ・北西海岸地域の先住民族が

特に直面 している問題は大別すると7つの課題 に分類で

きると考える。それらは、(1)政治的自律化、(2)経済的 自立、

(3)食料確保のための活動、(4)社会 ・健康問題、(5)文化や

アイデンティティの継承、(6)環境問題、(7)その他である。

(1)政治的自律化

　先住民族の存在の認知 と生活状況は、国家 との関係、

国際社会 との関係、国内外の他の先住民族 との関係によっ

てかな りの程度、規定 される。従って、 日本、旧ソ連 を

含むロシア、米国、カナダ、英国 という各国の先住民族

に対する諸政策やランド・クレーム、先住民族の自治権

獲得問題、国連や国際的NGO・NPOと の関係、国内外の

他の先住民族 との協力・対立関係 の現状 と歴史的変化 を

環北太平洋沿岸地域 の諸民族間で比較検討することがで

きる。
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(2)経済的自立

　先住民族にとって経済的自立 は重要な課題のひとつで

ある。かつては生業活動 と先住民族間交易によって生計

を立てることがで きたが、欧米社会 もしくは漢人社会、

和人社会 との接触後は、各地で行われた毛皮交易や森林・

鉱物 ・水産などの資源開発への参加が先住民族の人びと

の重要 な収入源 となり、現在ではグローバル化経済のも

とで賃金労働 に従事 している。外部社会 との経済関係が

変化す る中で環北太平洋地域の先住民族の経済活動が ど

のように変化 してきたかを比較検討することができる。

(3)食料確保のための活動

　世界各地の先住民族にとって狩猟や漁労、採集、農耕、

牧畜 などは、食料 を確保する主要 な活動手段であった。

環北太平洋地域の先住民族の生業活動の現状 を把握する

とともに、 どのように変化 してきたかを比較検討するこ

とがで きる。

(4)社 会 ・健康問題

　世界各地の現在の先住民族の生存にとって、社会健

康問題 は大 きな脅威である。すでに北 アメリカ大陸では、

ヨーロッパから到来 した交易者や探険家、宣教師らとの

接触によってそれまで存在 していなかった百 日咳やはし

か、インフルエ ンザの ような伝染病が先住民族社会 に持

ち込 まれ、人口が激減 し、社会の再編成や文化の喪失が

起こったことが知 られている。その後、アルコール類が

交易品として持ち込まれ、先住民族社会内に争いなどの

深刻な問題 を引 き起 こした。 さらに近年では、欧米型の

新 たな食生活の浸透や麻薬問題の発生、HIVな どの新た

な病気の拡大 などが見 られる。環北太平洋地域の先住民

族の伝染病による人口減少現象とその影響、アルコール

や麻薬の影響、衛生 ・健康状態 について比較検討するこ

とがで きる。

(5)文 化やアイデンティティ の継承

　世界各地の先住民族は、植民地化や国家による同化政

策の実施、経済のグルーバル化、気候変動の諸影響 によっ

て、伝統的文化やアイデンティティの継承が困難 にな り

つつある。現在の先住民にとって彼 らのアイデンティティ

と深 く結びついている伝統文化の継承 は喫緊の課題であ

る。

　先住民族のアイデンティティに深 くかかわる文化要素

に独 自の世界観(自 然や動物 との関係)、 霊魂観、儀礼、

工芸 ・美術、音楽などがある。煎本孝 は、ユーラシア大

陸の北方から北アメリカ大陸にかけて 「初原的同一性」、

「超 自然的互酬性」、「共生 と循環の思想」 という共通性

が認められる と指摘 している。この考え方は、南米地域

の先住民族文化の研究の進展によって南アメリカ大陸に

も存在 していることが判明 している。特に生 き物 と人間

の関係 に関連 して、霊魂の レベルでは人間と他の動物は

同 じであ り、人間と動物は相互 に変身で きる という考え

方などが存在 している。さらに、ワタリガラスや シャチ

をモチーフとした多数の類似 した神話や昔話が環北太平

洋沿岸地域全域に分布 している。このほかサケの初漁儀

礼 なども環北太平洋沿岸地域の各地で見 られる。音楽 に

関連 して、谷本一之は環北太平洋沿岸地域 を 「一面太鼓

領域」である と主張 している。その上で、チュコト半島

東端 を境 に西側が 「内側把手領域」、東側が 「外側把手

領域」 という差異 を指摘 している。

　各地の工芸品や音楽、踊 りは、先住民アー トに変貌 し、

貴重な収入源になっている。経済が グローバル化するに

従い、伝統的な工芸 品や音楽などの商品化が起 こる一方

で、それ らは先住民族が独 自のアイデンティティを保持

するための象徴的な手段 として機能 している。

　環北太平洋地域の先住民族の世界観や霊魂観、儀礼、

工芸 ・美術、音 楽、踊 りの変化について比較検討す るこ

とができる。

(6)環境問題

　全地球的な環境問題 として温暖化が進展 している。環

北太平洋沿岸地域で も温暖化の影響が顕著である。例 え

ば、北 アメリカ北西海岸地域では水温の上昇に伴い、サ

ケの分布域が北上 し、従来の漁場ではサケが とれないと

い う状況が発生 している。すなわち温暖化 は水温や海氷

分布への影響を通 して、動物の分布や回遊パターンに変

化を生み出している。これ以外 にもマイクロプラスチッ

クや水銀汚染 など環境汚染の発生 も想定できる。環北太

平洋地域における温暖化や環境汚染の先住民族への諸影

響や先住民族側の対応などについて比較検討することが

で きる。

(7)その他

　 その他 として伝統文化や言語の保持や現代社会への適

応において果たす社会化や文化化、学校教育の役割に関

する比較研究 も重要である。 また、環北太平洋沿岸地域

は、火山地帯で もある。同地域 における火山噴火や地震、

津波、洪水などに起 因する災害と復興についても比較検

討することがで きる。

　以上の提案を整理 したのが、表2で ある。

表2。比較のための時代区分と文化要素関連カテゴリー

　　 の概略

共通の歴史区分(軸)

(1)自 律 期 、(2)接 触 期、(3)植 民 地期、(4)国 家 による同化

期 、(5)政 治 的 自律化期、(6)未 来

比較のための文化要素関連カテゴリー

(1)基礎的なカテゴリー

①衣、②食、③住、④生業、⑤家族・親族、⑥言語、⑦宗教

(2)現代の先住民族が直面 している諸問題に関連してい

　 る文化要素関連カテゴリー

①政治的自律化、②経済的自立、③食料確保(生 業)、

④社会・健康問題、⑤文化やアイデンティティの継承 と創

造、⑥環境問題、⑦その他(教 育、 自然災害など)
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4.今 後の課題

　本研究プロジェク トは、環北太平洋地域の各先住民族

文化の歴史性 を踏 まえつつ、現状 と未来について比較す

ることによって、総合化 と一般化を試みる超広域 ・超学

際的地域研究である。このプロジェク トを実施す るため

には、克服すべ きい くつかの間題が残 されている。

4.1学 際的研究から超学際的研究へ

　本プロジェク トでは、環北太平洋沿岸地域の先住民族

文化の過去、現状、未来 を多面的に比較検討 し、成果の

総合化 を図る。 このため、文化 人類学や言語学、考古

学、歴史学、地理学、生物人類学、政治学、経済学、法学、

生態学、環境科学、水産学 などの諸学の援用が必要であ

る。従 って、多様な研究者が相互に協働 しなが ら参画す

る学際的研究である。本プロジェク トとこれまでの研究

との大 きな違いは、現地の先住民族 コミュニティの人び

とや多様な利害関係者の研究プロジェク トへの参画を前

提 とし、多様 な先住民族の人びとと協働する超学際的研

究(trans-disciplinary　studies)を 推進する点である。この

ようなプロジェク トを実施するための協働体制を構築 す

る必要がある。

5,ま とめ

　本稿では、北米アラスカ ・北西海岸地域研究の成果 を

比較の参照指標 とする、環北太平洋沿岸地域 の先住民族

文化の比較 を目的とした、超学際的ネ ットワーク型国際

共同研究プロジェク ト構想の全体像 を概略的に紹介 した。

具体的な調査方法論や連携の仕組みの詳細 は、今後の検

討課題 としたい。

　北アメリカ北西海岸地域の先住民族であるハイダや ク

ワクワカワクゥらは、サケ漁やポ トラッチ儀礼、 トーテ

ムポールなど多 くの文化要素 を共有 しているものの、異

なる言語集団である。筆者は、北太平洋沿岸地域の先住

民族文化の類似 と差異 を解明す る上で、北米アラスカ ・

北西海岸地域 に住む先住民族の文化 と社会、言語の解明

は重要な役割を果たす と考えるので、同地域 の先住民族

文化の研究か ら得た成果の検討 をこの比較研究プロジェ

ク トの出発点 としたい。

記

　本研究は令和元年度科学研費補助金 「北米 アラスカ・

北西海岸地域 における先住民文化の生成 と現状、未来 に

関する比較研究」(JPIgHOO565)の 研究成果の一部である。

4.2文 化人類学分野などにおける若手人材育成の必要性

　言語学分野を例外 とすれば、環北太平洋沿岸地域 を研

究対象とする研究者の層 は厚 くない。例えば、アラスカ

や北 アメリカ北西海岸地域の先住民族 を研究す る若手・

中堅の日本人研究者は複数いるが、カムチャッカ半島や

チュコト半島の先住民族 を文化人類学的に研究す る若手

研究者 は皆無に近い。 日本において同研究分野の若手研

究者の育成が必要である。

4.3国 際連携ネットワークの構築

　環北太平洋沿岸地域には、現在、 日本、ロシア、米国、

カナダとい う4力 国のいずれかに属する先住民族が住 ん

でいる。また、さまざまな国の専 門分野を異にす る研究

者がそれ らの先住民族文化を研究 している。従って、本

プロジェク トを企画 し、実施す るためには、多分野の研

究者や多様な先住民族 コミュニティと連携 し、共同研究・

調査や情報交換のためのネ ットワークを構築 する必要が

ある。

4.4研 究資金の確保と研究組織

　調査 ・研究費を調達す るためには、国内外の関係する

複数の学協会、大学・研究所 ・博物館の研究者、先住民 コ

ミュニテ ィが緊密 に連携 をとりながら、協議 し、 申請を

行ってい くことが必要である。また、研究プロジェク ト

の組織形態 としては、全体の事務局は1カ 所に置 きつつ、

調査 ・研究の実施や資金管理に関 しては複数拠点か らな

るネットワーク型体制が効率的であると考える。

主要参 考文献

Boas,　Franz

　 2001　 The　 Results　 of　the　Jesup　 Expedition:Opening

　 　 　 　 Address　 at　the　16th　International　Congress　 of　the

　 　 　 　 Americanists,　 Vienna　 1908.　In　Igor　Krupnik　 and

　 　 　 　 William　 W.　Fitzhugh(eds.),　 Gateways:Exploring

　 　 　 　 the　Legacy　 of　the　Jesup　NoNth　Pacific　Expedition,

　 　 　 　 1807-1902.pp.17-24.　 Arctic　 Studies　 Center,

　 　 　 　 National　Museum　 of　Natural　History,　Smithsonian

　 　 　 　 Institution:Washington,　 DC.

岸 上 伸啓 編

　 2015『 環 北太 平 洋地域 の先住民 文化 』(国 立民 族学博

　 　　 物館調査報 告132号)国 立民族学博物館:吹 田

谷本一 之 ・井上紘 一編

　 2009『 「渡 鴉 の アー チ」(1903-2002)ジ ェ サ ップ北 太

　 　　 平洋調査 を追試検 証す る』(国 立民族 学博 物館調

　 　　 査報告82号)国 立 民族学博物館:吹 田

宮 岡伯 人編

　 1992『 北 の言語:類 型 と歴 史』 三省堂:東 京

渡辺仁

　 1988「 北 太平 洋 沿岸 文化 圏一 狩 猟 採 集 民 か らの視 点

　 　　 　 1」 『国立民族 学博 物館研 究報告』13(2):297-356

　 1992「 北 洋沿岸文化 圏一狩 猟採集民 文化 の共通性 とそ

　 　　 　の解釈 問題」宮 岡伯 人編 『北 の言語:類 型 と歴史』

　 　　 pp.67-107.三 省 堂:東 京

一6一


